
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 旧ユウホウ紡績工場跡地・社宅跡地拡大図  

紡績工場跡地 

黄色枠：大柿町大君字塩形 901番 1 

（宅地 46,009.31 ㎡）※1 筆に合筆済 

県有地（旧大柿高校大君分校） 

大君川は，引き潮時なら徒歩

で上流まで行ける 

社宅跡地 

紫枠：大柿町大君字久保田 1420番 1ほか 6筆 

（宅地 1,855.71 ㎡） 

ダイオキシン基準不適合範囲 

約 107㎡，汚染深度 0.5m，土量 53.4㎥ 

社宅跡地 

【大柿町大君字久保田】 

①1420 番 1（宅地 717.68 ㎡） 

②1420 番 2（宅地 123.49 ㎡） 

③1420 番 3（宅地 236.91 ㎡） 

④1421 番 1（宅地 526.71 ㎡） 

⑤1421 番 2（宅地 165.94 ㎡） 

⑥1430 番 1（宅地 19.37 ㎡） 

⑦1430 番 2（宅地 65.61 ㎡）             

      【合計】1,855.71 ㎡ 



 

 

現地写真 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

土砂災害警戒区域の範囲 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

砂防指定地の範囲 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上水道の配管図 



県有地

（旧大柿高校大君分校）

ポンプ室

県教委から土地貸付を受けた

防火用水池

路面から湧き水

排水路

海水給水管

海水給水管・排水溝予想図



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

専用水道（山水） 

水源 B 4.0ℓ/分 

令和 4年 12月調査 

工業用水（川水） 

水源 A 112.3ℓ/分 

令和 4年 12月調査 

旧ユウホウ紡績工場跡地 

工業用水・専用水道配管位置図 



＊埋設物の種類区分

▪ 1.アスファルト（工場内道路）

▪ 2.コンクリート（工場基礎構造物、床敷面
）

▪ 3.ガラ・レキ（工場建設時地盤強化材、
解体時敷均し物など）

▪ 4.埋戻しガラ（試掘後埋戻し物、地下構
造物及び通風孔等のコンクリ構造物な
ど）

旧ユウホウ紡績工場跡地土地等調査業務報告書抜粋



GL-0.5mｽﾗｲｽ・3Ｄ解析結果図



GL-1.0mｽﾗｲｽ・3Ｄ解析結果図



GL-1.5mｽﾗｲｽ・3Ｄ解析結果図



GL-2.0mｽﾗｲｽ・3Ｄ解析結果図



GL-2.5mｽﾗｲｽ・3Ｄ解析結果図



GL-3.0mｽﾗｲｽ・3Ｄ解析結果図





井戸

昔使っていたが

潮が上がるので

使用していない。

貯水槽

D=13m×W=16m×H=4m

T=25㎝

ポンプ室

敷地送水のベース

防火水槽

D=2m×W=2m×H=4m

T=20㎝

地下プール

D=13m×W=16m×H=3m

T=25㎝

貯水池

防潮ポンプ室

混打綿室

半地下有

基礎約1.4m

※聞取りによる想定範囲

旧製品置場

基礎2m有

フィルター室

基礎0.8m有

上水道

φ25㎜

上水道

φ75㎜

地下通風孔

5本×約70m

排水口（海）

φ150㎜鋼管

旧ユウホウ紡績工場跡地 地下構造物等調査結果
令和4年7月12日

・赤の実線が試掘か所。

・約2m程度掘削すると水が湧き出てくる。

・建物があった場所にはほぼ基礎が残っている。

・敷地内の水道配管（黄色破線）は，使用不能。

※専用水道(山)，工業水道(川)ともバルブ閉状態

・標記上の実線は確認できたもの，破線は図面など

からの想定位置。

・基礎の無い部分については，解体資材(コンクリ

ート・レンガ等)埋設の可能性有。

・東側盛土部分については未確認。

・未確認の残存物が存在する可能性有。

排水口（敷地内）

大君分校内に鋼管敷設

1 2

3

4

5

6

7

8



旧ユウホウ紡績工場跡地（盛土部分）掘削調査結果

企画部政策推進課

令和 5年 6月 29日

旧ユウホウ紡績工場跡地

盛土部分

掘削箇所➊～⓭

№９

№８

№７

№６

№５

№４

№３

№２

№１

№０

№０

№１

№２

№３

№４

№５

№６

№７

№８

№９

➋

№０から№９までの間隔は各２０ｍ

ダイオキシン汚染範囲（推定）

❶

➌

➍

➎

➏

➐

❽

➒

❿

⓫

⓬

⓭

掘削日時：令和５年６月26日㈪

掘削機体：バックホウ(SK125SR 0.45 )

掘削箇所：13ヵ所

※土木建築部協力のもとに調査

※掘削結果から盛土下部にレンガ層が発見

されたが、地盤の一部を構成していると

思われる。



各地点における掘削結果

地点№ ＧＬレベル（ｍ）
レンガ下限値
（ｍ）

レンガ上限値
（ｍ）

備考

❶ 2.40 2.40 1.80 2.4ｍで建物基礎有

❷ 2.40 2.40 1.80

❸ 2.45 2.45 1.78

❹ 2.54 2.54 1.81

❺ 2.55 2.21 1.72

❻ 2.55 2.25 1.87

❼ 2.68 2.34 1.70

❽ 2.65 2.50 1.87

❾ 2.65 2.31 1.69

➓ 2.68 2.33 1.76

⓫ 2.55 2.38 1.81 湧き水あり

⓬ 2.55 2.35 1.79

⓭ 2.54 - - レンガは未検出

※レンガについては，細かく破壊されている。（詳細は別紙写真参照）

掘削方法 約４ｍ

約2.4～

2.7ｍ

約２ｍ

盛土槽

レンガ槽

ＧＬ(一部基礎あり)
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